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　1　概　説

　本機はRadar測距において基準となるべきものでい

わば物指に相当する部分である．

　本装置において基準パルスを作り，これを送信機と

ART　Unit（Automatic　Range　Tracking　Unit）　と

Range　lndicatorに送り，すべての系をこのパルスを基

点として動作させるようにしている．すなわち測距の基

準点を作る部分である．

　それ故にこの装置の確度および精度は直接測距の確度

および精度に響いてくるので基準パルスは正確かつ安定

に作らなければならぬ．

　2　構　成

　系統図は別に掲げたもので（第1図），本機はX－ta1で

制御された75kcの発振器がすべての基準となっている．

この出力正弦波形をSlicerおよびBlocknig　Oscillator

に入れて矩形波を作る．この部分をTrigger　Generator

回路という．Blocknig　Osc・の出力は周波数逓減回路に

加え，さらにまた同時回路を通して送信機とART　Un。

itのTriggerに使用する．

　Blocking　Osc．から周波数逓減マルチをTriggerし

たパルスは，ここで75kcから500avに落されその出

力はパルス整形回路を経てWide　Gate　Delayマルチと

Trigger　Gate　Delayマルチに入れられる．　Wide　Gate

Delayマルチの出力は自己送信の間だけ受信機を消去す

るために使われこの部分をWide　Gate回路と呼んでい

る．

　Trigger　Gate　DelayマルチおよびTrigger　Gateマ

ルチでは，Time　Select　CircuitはTime　Select　Pulse

なる500‘bのPulseを作りTrigger　Selectorに入れ

75kcのBlocking　Osc．の出力の内からTrigger　Pulse

を選択する．これをTrigger　Select回路と呼ぶ．

　このように選択されたBlocking　osc．の出力がART

Unitと送信機のTrigger　Pulseとして使われる．

　これが本機の主要な機能であるがこの他に付属的に

75kcのSine波形と1・5kcマルチの出力波をSweep

Transを通してRange　Indicatorのブラウン管のX，

Y偏向軸に加え」・Scopeを作っている．　J－Scopeとは円

形スイープのことである．75kcの方は1回転2kmの

Rangeを1．5kcの方は1回転100　kmのRangeを作
る．

　3　主要回路動作説明

　1）75kc　X－tal発振器

　この発振器の発振回路はトライテット発振器でプレー

トに75kcの同調回路を入れ，これをJ・ScopeのSwe一

ep　Transとして使っている．この発振器の水晶は恒湿

槽付きで外温の影響がないように作られて周波数変動ば

10璽5以下となっている．

　2）　Sweep　Transformer

　X－tal　Osc．からの出力を第1図の如く同調回路から

取り出しそれを

別個に巻かれた

他の巻き線L、

L，で取り出す．

L2L，はおのお

の共振周波数を

75kc　より少し

ずらしてある．

そして位相が

45°ずつ正，負

Ci

∠202

∠3c3

第1図

Btaua’
6ube

方向にずれるように同調をとる．

L，の出力とL、の出力は90°の位相ずれが生じ，これ，

をBrawn管の偏向板の縦横に加えると円形スイープが

でき上る．75kcのスイープであるから一回転は2kmを’

指示するように成っている．

　3）Trigger　Generator回路

　1stおよび2nd　SlicerとBlocking　Osc．から成り，，

まずX－ta10sc．からの波を第2図の如き回路を通して

上を切り，次に

これを第2段目

に入れて下を切

る．こうして立

ち上りを急峻と

なし，これを微

分回路で取り出

しBlocking

Sweep　Trans原麗図

　こうすることにより，
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発振器

や

第2図Trigger　Generating　Crcuit

Qsc．をTriggerしている．B1σcking　Osc・の出力は同時

回路のグリッドと周波数逓減用マルチに加えられる．

　4）周波数逓減用マルチバイブレータ

　4段のマルチバイブレータ群からなり，75kcを1／2，

1／5，1／5，1／3に落している・そして最後に500cvの矩

形波を取り出す．第3番目のマルチの出力を取り出して

これをフィルタに入れて1．5kc正弦波のみを取り出し，

増幅してJ－Scopeの　100km　Range用として使ってい

る．これの回路は（2）で示したものと同一である．

　このマルチはFree　Running　Multivibratorであっ

て75kcで同期を取りながら逓減して行くので最後に出

てきた500％の出力は水晶で制御されたものということ

ができる．
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　5）500‘　．パルス整形回路

　500avのマルチから出た波形を1度微分し，これを増

幅する回路で，ここで位相を反転せしめて立上り，立下

りを急峻にする．この出力がWide　Gate，　Trigger　Select

の各回路をtriggerする．

　6）wide　Gate回路

　地上送信パルスは非常に大きいのでT・R回路をつけ

ても受信機に漏入してくる．その時に大入力のためしば

らくの問受信機がmaskされてしまう．それを防ぐため

に，地上送信の問だけ受信機の動作を止める必要があ

る．それを行うパルスを作るのがこの回路で，カソード

錯合型マルチとカソードホロワとから成立っている．第

3図にその回路を示す．
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Vp！l　　出力波形
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第3図　Wide　Gate　Circuits

　V2はグリッド電圧がほぼOVで常に陽極電流が流れ

ている．そのためにR、の両端に電圧VR、が生じ，こ

，の電圧のためにV、はCut　Qffになっている．（そのよ

うにR、R、を定めている）今V、のグリッドに正のパル

スが入るとV、に電流が流れV、のプレート電圧は下る．

その電圧と同電位だけV，のグリッド電圧が降下するの

でV2はcut　offになる．そしてCに貯えられたエネ

ルギがR，を通して放電を始め，徐々に電圧は正の方向

・に指数函数的に上昇し，再びV2は動作を開始してV、

はcut　offになる．この．R、を変化することによりパル

ス巾が変化する．このマルチからの負のパルスは次のカ

ソードホロワのグリッドに加えられる．このカソードホ

ロワはR，R，を通じてカソードが負の電圧に接続されて

’いて，　R、は常に電流を球に流し出力端子の電圧が負の

電圧を打ち消して，なおかつ＋80V位になるように作

られている．今負のパルスが入ると，いままで流れてい

允電流が止り，出力端子には負の電圧が出てくる．これ

を受信機のIF回路のスクリーン・グリッドに加えてお

けば，普段は十80Vの電圧が加わっていて動作をして

いるがグリッドに負のパルスが入った時は負の電圧が加

わりIFは静止する．これで受信機は地上送信パルスが
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存在する間動作を停止する．

　7）Trigger　Select回路

　送信機，ART　UnitをTriggerするパルスを作ると

ころでこの部分の主な動作としてはTrigger選択パル

スを作ること，Wide，　Gate，　Triggerよりその位相を遅

らせることの二つである．Wide　Gate　Pulseの立ち上り

より位相を遅ら

せるのは，受信

機が完全に停止

してから送信パ

ルスを出そうと

するものであ

る．この回路は

前の（6）で述べ

たマルチと同型

であり，いまパ

ルス整形回路か

窃続。一一「一
　　　　　　　　　　「
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　　　　　　　　第4図　Wide　Gate　Circuit，　Trigger

　　　　　　　　　Gate　Circuitの入力Triggerに対
　　　　　　　　　する時間関係を表わす図

ら入った正パルスでカソード結合マルチを動作させこの

出力パルスの立ち上りで次のTime　Selectorマルチを

Triggerしている．すなわちここでカソード結合マルチ

の負パルスの巾だけ選択パルスは遅れたことになる．こ

の関係を第4図に示す．選択パルスは巾5μSでこれを

次の同時回路に入れてBlocking　Osc．からの出力を選択

する．

　同時回路はマルチからDivideされてきた500avの周

波数の波と75kcのBlocking　Qsc・からの出力波を同

時回路に入れてX－talで制御された75kcの中から500

％成分のBlocking　Osc．波を取り出すものである．こ

の回路によってDividerとカソード結合型マルチ等を経

てきたた

めに起る

遅れとか
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は問題に
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なり，外
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　　　　　　　　　第5図同時回路原理図

seはX・talで制御されたジッターの少ないものを使う

ことができ，測距に影響してくるのはX・tal　Osc・の周

波数変動とBlockihg　Osc・をTriggerする時のジッタ

ーだけとなる．この原理図を第5図に示す．（1957．10．9）
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